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瀬戸内海漁業基本調査

西田明義城久

との鯛壷は大阪湾における水産磁源の動態と海況変動の把握を目的として、毎月1回の大阪府地

先における15点の海況調査を主体としたもので、水産庁の委託調査として昭和33年以降継続実

施してきた。しかし近年漁場環境の悪化、赤潮の多発等に主って、従来の観測内容では環境変動を

充分把握できたい躯態にたったので、今年度（8月以降）からは訓壷対象海域を湾全域に拡大す島

とともに、8点の観測点で懸濁物、COD，栄誰塩類、溶存酸素量を測定し、従来の観測項目と罫

わせて海況の変化に対応した漁場斑境の究明にあたるものである

1．定線観測

湾内定線を定期的に観測し湾内環境の実態とその変動状況(て関する調査を行方う

(1)観測地点

昭和46年1～7月…･･･大阪府地先15点

昭和46年8月以降……大阪湾全域17点

(21観測項目と観測回数

昭和46年1月～7月･…･･一般項目（水温、

塩分、水色、透明度、気象）

昭和46年8月以降

一般項目．．…･従前と同じ

特殊項目……懸濁物構存酸素、COD

NIU-N，NOz-N，

NGa-n，POi-l'，プラ

ンクトン

一般項目は毎月1回（上旬）、特殊項目は

8月以降2カ月に1回観測する。

(3)採水屑（測定層）

一般項目｛昭和46年1月～7月…0.5.10.15.20m底臓
〃8月以降･…･･0．5．10‘20，307"底層

将殊項目……表層お共び底膳

-1-



14）観測結果

付表－1定線観測一般項目澗碇結果付表－2
、

ランクトン検鏡結果のとおりとなるが、そのうち水温、

次表のと主､bである。

観測地点図

（1）昭和46年7月以降

渉鯵

－2－

特殊項目測定結果、．付表－3プ

塩分について月別の一般海況の概要は
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表ノ筒

1ハ

平均9．5℃で先月（12.6℃

.こり3.1℃低下したが、平

年、昨年並

平均10.3℃と先月(12．1

C)j:b2.5℃低下した力’

平年並で昨年(9.1℃)xb

も1．2℃高め。

平均10.6℃と先月(13.2℃】

より2．6℃低下したが、平

年並で昨年(9.4C)i:

1.2℃高め。

平均30.18%｡と先月並て

昨年(31.49%,).上りも

1．31%｡低い。．

昭和46年ﾉj別一般海況（水

2 /

平均8.2℃と先月（9.5℃1

よb1.3℃低下したが、平

年並で昨年（7.7℃）.［り《】

0.5℃商め，

平均8.2℃と先月(10.3℃）
b由

エ．b2．1℃低下する。しか

し平年並で昨年（7.7℃）」

りも0.5℃尚い ｡

平均8．3℃と先ﾉ*10.6℃）

より2．3℃低Tしたが乎窺

並で昨年（7．7℃）より.

0.6℃商い。

平均30.20％｡と先月並で帥

#(31.28%,).上りも1．08

拙低い：

－4一

3 J

平均7.6℃と先月(8.20

kり0.6C低下した。しか

し昨年並である。

平均7．8℃と先月(8.21C:

Xりやや低く、平年(8.8

℃）よりも1.0℃低めとを

った

平均8．2℃と先月並であっ

たが、平年よりも0．7℃低

い。をた昨年（7．5℃）鯉

b0.7℃商め。

平均29.10鈴で先〃(30.20

%｡）.［りも1.10%｡低く、平

年(30.66%,,)昨年(31.35

強）エリも1．56～225鈴

低い。



潟、垣分批水平分布）の概要

4 ^

平均11,4℃と先月(7．6℃：

エリ3，8℃脚くたったが、斗

年並で昨年（9．3℃）よりも

2.1℃高虻

平均10．4℃で先月(7.8℃）

より2．6℃高くなったが平年

（10．8℃）エリやや低く昨年

（8．3℃）よりも2．1℃高め

平均10．3℃で先月（8．2℃

エリ2．1℃斑<なり平年並。

平均30.77％･で先月（29‘1.‘

%｡）.上り1.67％･商く、平郵

(29.96％,）よりも0．81拙阻

い、昨年(31,09%,,)より年

や低い。

5 ，

平均14..1℃で先月(11.4℃

上り2．7℃高く、平年(16.i

℃）より2．1℃低いボロ観

(13.7℃）主bやや高め‘

平均13．5℃で先月（10．4℃

より3．1℃高くたった。

昨年(12,6℃）たり0,9℃高

め。

平均13．2℃で先月（10.3℃

より29℃高く、平年(14,2

℃）より1℃低い。きた昨年

(124℃）エリ0．8℃高め．

平均29.53％･で先月(30.77

%)ib1,24銑低いが、平

年、昨年班．
↓

6 ノ

平均20，7℃で5月時にくらべ

て急激に上昇したが平年並‘

平均17.3℃となったが、平年

（18．3℃)より1℃低く、昨

年（15．8℃）上り1．5℃為

め‘

平均IG.6℃で先月(13,2℃）

より3．4℃高いが平年（17.6

℃）エリ1℃低く昨年(15,3

℃）より1．3．℃高い。

平均25,14%･で先月(29,53%a
●

平年(29.58銑）、昨年(29.8

%o)より、それぞれ4,39~

/1.67％｡低い
も0

､

|平均32"…月“3．平均3,82鯵で先月“”平均弘2…先月”や
％｡)tbi,ai%｡高い、平年％｡）エリ1.32%｡低く、平年｜や高いか平年並で、昨年(32,03

(鋤"鱗)上…8綱い｡（“‘2鱗)､喉隠(32副|総)“仏"秘め。
‘銑）エリ低い°

平i均32.55鈴で先月(31.21％

とり1.34%｡高い､平年(31.

%)Xb0M%-商い、昨日

(32,88%o).tbやや低い

|平均32.00%,で先尽32溺銑)｜平均32,10%･で先月および罰

Xb0,55%｡低いが平年並で､｜年並で､昨年(32.46%o)
昨年(32.65紬）より0.65％，りもやや低い｡．

低 い。’

－5＝



赤 表層

5〃2脇

歯

(て

10m/

表ノ闇

5m月

lOrnd

7

平均22．6℃で先月(20.%

C）エリ1．9℃高くなった

が平年より2℃低い！

平均19.8Cて先月(17.:

C）より2．6℃高く、平年

(22.2C)上り2.4℃低い

が昨年並

平均19.0℃で先月(16.6

℃）より2．4℃高く、平年

(21．3℃）、昨年(19.8

℃）より0．8～2.3℃低虻

平均28.93鈴で．先‘

(25.14絵)、平年(25.81

錨）、昨年(26.64船)、そ

れよりそれぞれ2．29戸

3.79絵高め｡

平均31.82鈴で、先月エb

やや高め、平年(30.”鈴】

より1.偲濡いが、昨it

並

平均32.14鈴で先月おエひ

昨年並、平年（31.71蛤
｡

よりやや商め°

8月

29～25℃の分布を示しボ

臭で高く、湾口部で低い.

その差は4℃強である‘

24～26℃の温度とを”

域差は少ない。しかし湾中

央から西側の海域はいくら

か低くなってい愚

明石海峡からいくらか低い

水塊が湾中央に抜出してし

る

湾奥部から湾口部に向って

高くなり、塩分差は7銭k

達している。

湾奥部は30～31猫、中央

部から湾口部は32強前後

と表層にくらべて塩分差は

少を<なっている‘

湾臭海域は31.4～8洗とや

や低い値を示すか大方の海

域は32銭前後となってい

る

－6－

9ノ

明石海狭と湾口部にいくら

か潟い水塊がみられるが海

域差は非常に少ない。

ｻ膝沖と湾中央部にいくら

か低い水塊かあるが、全域

24℃台で差はほとんどを

い◎

水温差は少をいが、明石H

峡からいく分簡い水塊がド

東方I"Jに張出してい砦

湾奥から湾口にかけ徐杢f

高く、その差は1.2～1.（

船で北部からの低かん水』

が南下しているc

表層のパターンと全<m

である。

表順のパターンと全く何t

である。



10I

湾口が24℃以上で殿も高く、

瀦臭は22℃以下で、その差

は2℃内外である。

湾奥の神戸港外は23℃で最

も低く湾口は24.4℃以上で最

も高い。堂た泉南沖には孤立

したやや低い水塊があった

湾奥で低く、湾口で高い傾『

は上唐と変りがたい。泉南7

合には5m届と同様にやや｛

い水塊がある。

湾口が33絵に近くて最も高

〈、湾臭は24鈴以下で、そ

の低かん水が、神戸沖からJ

州沖に南下している。しか！

沿岸域は3）蛤以上で高く、

堺沖に潮目かある．

表ﾉ街分布と阿一のパターン￥

フ している。ただ湾奥で1

28船で表層よりも塩分勾配

は少なくなっている。

上層のパターンに近い分布』

去ってい愚か、この暦では5

口との差が2蛤内外ときつ‐

い‘
｡

1 1月

湾1ｺが21℃以上で最も高く

湾奥は19℃で、その差は2

℃内外である。をた湾奥の低

泌水塊か湾中央に張出してい

るのがみられた

湾口が厩<、湾奥が低い分布

で、表層同様湾中央に低温水

塊の張り出しかみられた。

湾口が高く、湾奥が低い峨向

は上暦と変りはないが、その

差はやや少なくなっている，

湾口が33飴前後で蛾も高く

湾奥'て行くにしたがい低くき

っている。左た堺沖に潮目か

あ農

表胴とほぼ同じような分布て

あ愚

湾口が商〈、湾奥が低い上ﾉ僧

と同概な分布となっているか、

尾崎沖で塩分傾斜か大きい，

－7－

I2月

明石側から大阪側沖合部に遇

する強い張出しかみられ、捌

布も西高東低と方って､．そめ

傾向は1Om層に堂でおよ人

でいる

湾奥部か股も低く、湾口甑に

行くにしたがい高くなってい

る．をた明石側から大阪側沖

合部に達する高かん水塊の張

出しは1077卜潜に書でおよひ

水温の掲合と同様なペターン

である！

－－－一一

i



2．定慨観測

との郷壷は毎日定刻(て定慨M測点の気象、海象を観測し、漁況、海況等の変動把握と予測に役

立てエうとするものである。

(1)鯉測地点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926－1

大阪府水産試験棚(N34*19'12"；E135.7′別'′）

(21槻測碩目

気圏、気圧、雨逓、湿度、水温、比菰

（3）似測頻度および時刻

毎日1回午前9時

（1）槻測結采

付表－4定磁観測表、付表－5風向、風力独度表、付表－6波浪、天候頻度表のと

おりである。

（月別気泌水逼塩紫wの変化図)

弓911．鍾遍・オ<遇・埋分更の鉦“…麺 卓
汀
豆
彩
調

‘逼展
●C

・3C

20 20

12345678910II12月

3．卵稚仔調査

この潤五は定線観測時に定点で密ネットを使って海底から垂直曳の採築を行ない、魚卵、稚仔

の出現状況を把掘しようとするものである。

－8－



剥五結果

カタクチイワシの月別，躍仔出現状況は下図のとおりである．.なお測定結果の詳細は定線観測

表の下段に記さいした。

カタクチイワシ卵、稚仔採集結罫

789101I12

64453192300＄

-¥|J12345

卵00001

６
－
釦

稚仔:000001GO3013170

注，⑮B号ネット使用

カタクラ･眺』 4雀仔
Ｏ

誕
釦

700 ‐だ

知

麺0

IOO

5678910115

カダクチイワシ卵､冨推仔灘礁教”上鮫

6

二三

8910II

芋6年

葺灘･力年平均』

4．カタクチイワシ漁嚢睦_卜調査

瀬戸内鐸における璽撰魚秘の一つであるカタクチイワシについて資源の動向を把握するため、

陸上からのサンプリングにkろ漁狸物の鯛査を行方う塾

澗征項目

①統計鯛在

対象漁業に関する月別、魚籾別漁狸髄お.こび操業細目を鯛査する。

②体長組成脚在

カタクチイワシ加期間にI'(6～10月）毎月1～3回200尾／1回を無作為抽出しその体長

－9一



を穿孔法により測定する。

‘カタクチイワシ桁密Ⅲ淀

漁期の初、中、終期の3回に30尾づつ抽出し、体長体亜、性別、生殖騰菰蝿、生殖腺の

憂さ、脊推骨数等を測定する。．

③

結架査
憾
砿

調

46年カタクチイワシ漁捜&統耐表、付表8

カタクチイーワシ糊密測定表のと土､りである。

カタクチイワシ体長組成表

-10-



大阪湾漁場水質監視

西田明蕊城久

I.目的

との調査は毎月1回定期的に大阪湾海域を航行し、鯛査船に設置した自鋤観測機器に上って海

況を連銃、自動的に測定記録するもので、湾臭汚濁水の動態赤潮の発生状況等を把握すること

に皇って湾内漁程の水磁を監視している。

2．観測項目と測定噸

水温、塩素量、I'll，濁渡（以上自動捌測）、COI)(実験室分析

測定、採水臆はいずれも海面~F70C771膳。

3．笛銅)海域と観測蝿点

自動観測項目の測定値は航行海域の軌跡上に連続紀録されるが、別紙1

点を測定原点とする。なおCODについてはそのうち19点で測定した

別紙観測地点図肥戦の2

4．鯉測回数

毎月1回（中旬）,、1回の観測はl～2日閲で行なう“

5．鯉測結果

付表-iaのとおり

-11-
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大阪河漁場水賛監視測定地点
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漁港水質調査

西田明稜城久

漁港の管理癖水産行政上の要請により、今後とも漁業振興をはかるべき泉南地区の7漁港(てつい

て、その港内水質を定#触りに脚査した。

、対象漁港と採水点

泉佐野岡田、西鳥取、下荘、淡輪f深日、小島の7漁港合計15点（別図参照）

o観測項目と採水層

水温、pll，COD，表層

o観帆峠期

I.4.7．III月の年4回

o観測結果

第1回の測壷は昭和46年10月271Jに行たったが、泉佐野港内水揚岸壁近くでCOD6ppm

と高い値を示した。玄穴岡田、西‘鮎取、下荘、淡輪、深日の漁港でも臭部はCODtj;3～4pptn

でいくらか汚れていることが判明した。

第2回は47年1月18Bに行たったカヘ泉佐野漁港臭ではCOD55.6ppinで商く、漁港水質

としては放戯できぬ汚染を示した。をた南郁沿岸では活魚販売を行なっている深日の港内でCOD

10ppinと極度に高く、淡輪で6.5ppmと汚染度は高くなっていた。

－13－

票佐麺濯

1段
岡田週男』

垂鳥取激港

~1姪麹湛

や=＝

一

港》 '1露蒐

×印ぱ各2

興査地閑

術暑

港'二

数等

－

おけ二

は地点

“m…



漁港水質調査結梨

注，保水噸は表噛

－『4－

漁港4 stNQ
第1回調査（姉年10月27B)

採水時刻 水温 pt COL

魂2回調査（47年1月18B】

採水時詞 水温 PH COD

泉佐里

10時35分 ａ
＆
ａ

１
１
１

7．68

7．20

7．97
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3.45
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10囲
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℃
５
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７
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1125 18．6

18．7
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134i
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大阪湾の油濁に関する調査

城久

大阪湾の油汚染と魚介類の篭臭に関する問題については、昭和40年から42年にかけて「石油

廃水の魚類に及ぼす影轡鰐査」(I),(D)として一連の調迩を実施した。その後備勢の変化等も皇

って最近の状況を把握する必要が生じたため、簡単な2．3の謁査を行なった壱

〔鯛遼1〕

K石油制製工場廃水の官能による獣芳媛度拭験

K石油籾製工場の廃水口で採取した廃水（昭和46年7月22H)を持帰り翌日実験室で21名

を対象にして原液（油分1.CODS．SS12各ppm)'/jo,'/S0,'̂l00,レ5,00,'/iooo

contcolの7サンプルについて「確かに（強く）臭う」、「いくらか（かすかに）臭う」、「よ

くわから*い」「臭がしたい」の4段階を区別させると共に、藩央の強いものから弱い方に願に並

べる識別能力についてテストした。

到査結果

1)識別状況

①7本のサンプルの蔚臭状況を完全に区別でき、7本の序列がつけられるもの……･･･4名

②原液の'/tooの濃度吉で濫臭状態の強弱を判定できるもの……･･･4名

③原液のし100童での濃度の蓋奥を大体職別できるもの……………5名

①脱液、し'i0>'/soの着臭序列を厳別できないもの………………8名

の4段階に分れるが、難別テストに加えることが不適当と考えられる④を除く13名についての

蟻別状況は次表のとおりである。

廃水の稀釈率と臭気の状況

錘~是雪
確かに（強く1
臭う

いぐらか（かす

かに）臭ら
世上〈わからなし 臭いがしたい

原液(Ippn】》

i/io(o.i:

i/5>o(o．02

1/100(0,01

し500（0.002

1/1000(0.001

control

（水試地先

－15－



2）油央の状批

①原液とt/10鯉度液は確かに油央がすることを大多数の者がi泡めている。

②1/50,1/100磯度液はいずれも4名が雌誠仙からはずれるが9名はいくらか（わずかに

漣臭していることを認めている。

③l/oOO.'/1000.controlの3棟体は「よくわからない」としたものもかなりあるが、

「災いかしない」と考えたものが堆も多く、1/500(0.002ppm)以下の披度は官能検在では

減別できないものと考えられる。

したがって油分にエる着臭が碓認出来るのは今回の廃水については原液の1/100の鰻度(0.01

ppm)室でである。

〔洲査2〕

大阪湾湾臭海域における郷水の油による蒲果状況試験

大阪滝湾臭海水を対象にして10地点で採水（昭和46年7月27B)し、当日無処理の堂堂，

その着央状況を官能検査（調査lで識別度が比較的よいもの6名を選ぶ）で試験した。

海水着臭試験結鰍

－16－
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〔結果〕

①st2(堺港南泊地）、st5(大阪港内）では明らかに海水に油による潜央がみとめられる。

②sill.浜寺航路ブイ）、St6(泉北港内）、st7（堺信号所）の海水はかすかに蒲臭してい

る疑いがある。

③st3(堺航路ブイ）、st4(木材港内）、st8(大津川河口）、si9(泉j確口）等では

調益当日の海水は着臭していたい。

これらのことから海水が着臭をいし漕臭気味であった海域は、いずれも通術汚染度の強い港内ぞ

港ロに限られているようであるが、沖合海域でも大型船の航路筋にあたるところで藩臭の疑い参

あるものもあって、油汚染が広い範囲に及んでいる可能性がある。

〔調壷3〕

大阪湾中南部海域における油臭魚の状況調査

府下産魚類の油による着臭の状況を把握するため、府水産林務課と共同で岸和田市以南の海域で

漁獲された魚知21検体（昭和46年8月19～20日）について即日官能に上る蒲奥状況試験を

行方った。検恋は油臭の識別が比歓的良好を水試職員蛾I0人が当り、試料は水煮、塩総照焼と

普通に班理したものである。

調査結果

(1)洲交結果の一覧は別表のとおりである。

(214剛の浮魚を対象としたもので、採捕海域｛て地域的なかたよりもあってとの蜘査から湾内魚

の着臭状況を即断することは危険であるが、別表の結果からは次のようなことがいえる。

①タチウオ4検体のうち中部海域（岸和田沖）で漁猫された2検体は蒲臭している可能性力

強い･これに対して南部海域（下荘、谷川）で漁猫された2検体は正術である。

②カタクチイワシ2検体のう.ち、湾臭に近い貝塚沖で漁盤されたものは落奥の嫌疑があり、

クチ'ﾝオと共に同郡のものでも灘奥に近いものほどその可能性があることを示している。

③コノシロ、丁ジについては、1検体を除きすべて南部海域で漁獲されたものであるが、現

状では藩奥していをいといえる。

④融湾の方法で着臭庇の判定が左右されることは少かいようである。

－17－



典試負

魚刷 入手数量K 漁甥 漁業種顛 採捕漁協

試験結、罪

調理区う 若臭あH人） 着臭なし(人
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大阪湾の重金属汚染に関する予備調査

城久・安部恒之

はじめに

重金農による環境汚染は近年各地でその実態か明らか｛てされつつあるが、人の健康にも亜大な影

轡を及臓すためその排出は環境基進に世って規制される災うに左ったcしかし大阪湾には湾臭を中

心とした数多くの汚濁源があり、規制以帥から多くの廃水が流入していたことから大阪湾の海水き

るいは底賛は重金厩にエって汚染されている可能性がある，

そこで湾内の汚染状況とそれが水産生物に及腫十各種の影辱について3唾することを目的とし-で

沿岸部の9～10地点から水と底髄を採取し、その含有蝿を予備的(てm定するとと屯に、それら甚

供戯材料として、迅速かつ正砿な分析方法についていくつかの検討を行かつた。

l内湾海水中における重金属の溶存髄とその定図法について

海水中の重金風については塩額が多脚に存在すること、端存母力徹切であることをどのために

いまだ砺立された分析方法は左い･そこで、種なの定溺法の中から、キレート剤としてAPDC

（ビロリジンカルバミン酸丁ンモニ'ﾝム）を甲'い、MIBK(・ソチルイソプチルケトン)に上り濃

縮抽出するAPDC-MIBK抽出一原子吸光分祇法をとりあげ、性質の典なる海水中の溶存、を

求めるとともに、その再現性などについて試験した。

対象金臓は同時抽出を目的として、Cd,Pb,Gu,Zi】の4金騨に限定した。

I.試験内客

（1）議料の採取

昭和‘16年11月9日大阪湾の代表点として表Iの9点を選び採水した。表層水をポリ

タンクに約20採水．、実験室に持ち帰ってから2分し、一方はすぐ・0,15〃メンプラン

フィルターでろ過し、他方は12につき10銅2の鯉塩酸を添加し後日ろ過した。この両方の

ろ過海水を分析試料とした。

親－1採水地点
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(2)操作

拭料500mt.を分液ロートにとり、これにメチルオレンジを2～3滴加えて丁ンモニァ水で

オレンジ色(て去る玄で中和する。つき・にl&APDC溶液10城お上び酢駿一酢恢ナトリウ

ム緩衝液（酢飯ナトリウム821を水に溶溌酢ttf57mtを加え水で500秘にする)5meを

加えPllを約4.31て剖即する。これにMIBK25mtを加え、振とう器で15分|Ⅲ振とうす

る。15分liil締脱したのち右機相を分離、この狗機相を原子吸光分析【て供拭する。Znにつ

いては500城では含有i..が多すぎるため試料は50減とし、APDC,MIBKはそれぞれ

5ml,10砥とした昌堂た濃度の算出はすべて標準添加法によっておこなった。

(3)原子吸光分街

装慨日立208型原子吸光分光光庇尉

記録計日立QPD54型

フレーム空気一アセチレン

光源日立中空険極ランプHLA－3刑
◎

測定波長Cd2288A
O

Cu3247A

◎

Pb2833A

◎

Zn2138A

2．結染および考察

APDC-MIBK抽出にエる原子吸光分析では機縮と布機勝媒効果のため感庇が珊大し、

PPbオーダ･－での検出か可能である。しかし、徴髄であるだけに、器典の洗浄方法、抽出操

作の粂件のわずかな相述に主っても吸光値がばらつき、標迦添加法に土､ける匝線回州性がおと

り、その結果として分析値も大きく異なることがおこる。したがってここでは、ifi線回涌性の

良好をデータについて定iJ値を求め、その再現性を中心に検討を加える。

表－2Cd,Pb,Cuの再現性

st･Nd

一
Ｓ
ｌ
Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ
－

－20－

Cdppb

q ② ③

Pbppl

① 、 （

Ciipp

① ② ③

0.2 0.1 0．1 － 19． 6.2 7． 7．6

’
今
。 0.1 0.（ 0.0 ー ■ 4.f ｨ1． 4．0

び
く 0.1 0.I 0.1 2.〔 2.〔 ■ 8.（ 5., 6.0

I 0．4 0．1 0．5 一 4】.’ ‘11．0 28.0 30.0 29.0



表－2に賊処剛:ろ過試料について1カ月の間に3回おこなった分析値を示す。Cdは絶対瞳

が少ないため、再塊性を識論できないが、感庇もよいためppbオー祭.一での悟頼性はあるも

のと思われる。Pbについては蒸罰水ブランク値が高く評価できない一部を除いて、直線性、

再現性ともすく．れている。Cuについても、同様、ppbオーダ・一での再現性はあるといえる。

表-3Znの再現ず

表－3は、Znについて再現性の試験を3カ月の間におこなった結果である。50柵βの検水

型でもスケールァウI､する場合は、試科を蒸留水で希釈して抽出測定した。希釈しない試料に

ついては10～2()ppbの範囲で再現性はあるか、希釈試料ではかなりの範囲にばらつく、こ

のようなバラツキは希釈率や検水蹴をかえた場合、また抽出液をMJ,flKで希釈し測定した場

合に一段と大きくなる傾向にある。このことは、希釈に上る酸濃陵の低下、抽出液の得鼠の変

化などが原悶で生じたとも考えられる。

我－4に9地点の海水の未酸処理ろ過水(A)と酸処理ろ過水(B)について測定した値を示す"，

Aの栂合は吸光値のバラツキが大きく、1回の分析で良好な直繰性がｲ#られることはすぐな

かった。このことはCuで顕著であり、蒋忙st8の試料では定麓できかかった。これに対し、

Bの響合は、直線性は比較的すぐれており、staのCuも定錨でもその再現性も良好であった．

またS11．8のPb,sl8のZnで両者の定撒値の差が特'て顕若であるか、全体にBの方が

高い値を示している。これは蛾処理することによって懸濁物中の金腿が熔解されたことによる

のであろう。

－21－

st･地

。
・
口
官
芝
墓
一
考
晶
一
ワ
。
－
５

ＤｔＳ

測定回戦 Z【】ppL

0．26～0,3'

0.05～0.01

0.04～0．0!

0．08～U.1(

0．12～0,I!

0．08～0．11

0.20～0.2!

Zn平均f

３
０
０
０
１
０
２

。
■
●
争
●
●
Ｑ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

検水毘

5倍希釈水fiO-i

極
・
祁
祁

０
０
０

５
５
５

2倍希釈水50加

50脚2

5倍希釈水5Otn



表－4大阪湾沿岸城の海中の亜金属測定結果

st.NO
賦処

の有無
Cdppn Pbppi

.ooai 0 002

.ooo: 019

.ooo: 001

.0001 001

、000‘ ● 001

0001 002

.ooo: 001

.000 002

.000 ● 001

、0001 ● 003

.ooo: I 000

.000 003

.000 000

.000 002

000! ● 000

000- ● 041

､000 .00I

.000 002

注,A敵処理をせずろ過したも広

B腫処理後ろ過したもの

4．食とめ

Cuppn

003

007

002

00

008

006

006

006

002

● 009

006

013

007

007

.029

00：

007

Znppi1

0 26

31

04

● 05

03

● 05

03

C 06

06

09

● 06

1ィ

07

09

08

● 24

● 04

.06

今回の試験に上って、APDC-MIBK抽出による脱子吸光分析では、Cd,Pb,CulC

ついては1ppb,Znについては1Oppbのオーク．－での定駄か可能であることかわかった。し

かし、信軌性のある分併値を側るには、標辿添加法にお､ける良好な直線性が要求される。そのた

めには、器共の汚染、抽出操作の擦進化、原子吸光装瞳の安定性には十分な配胆をすることが必

少である。

をた大阪衿9地点にi.､ける並金脱の誌存賊は、Cd0.0～0.4.Pb】～41.Cu3～29.

－22－



Zn30～310ppbであったが、特殊のあるいは多数の汚染源を背後にもつ地点を除けば、

大阪湾ではCd,Pb,Cû i1ppb，Znが1Oppbオーダーで含されていることがわかっ

た。

懸濁物中の並金域の分析法については棚点の問題点があり、今回は十分な検討を行うことか

できなかった。今陵はこの分析方法を確立するとともに、海水中のどのエうを存在形態の放金

風に藩目するかが、生物、泥、水中の並金風の相互関係をあきらかにするうえで、並要な問題

となろう。（安部恒之）

Ⅱ底賛中における里金属の含有趣と定量方法について

1.分析対象重金繍

Cd,Pb,Zn,Cu,Fe,Cr,11照の7金鵬

2．0轍試料

表－1底質採取地点 (昭和ｲ16*10月8B採取Z

表－1にあげるI0地点からエックマンパーヂ採泥器を使って底質を採取し、その上鰯5an

層を均一に混合して実験室に持婦ろ。

湿泥を70℃で乾爆させ、乳鉢に入れて固堂りを籾〈粉砕した後Mesh150の筋で筋分けし、

通過した粉末泥を供試試料とする。
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3．拭嫉結果

(1)Cd,Ztt,Pb,Cuの4金胸について分析法の検討

雄子吸光光度計を附いた底泥中の苑金脳定瞳法にはI没分解液を砿接注入する匝接法と、舷

分解液(てキレーI-試薬を加え、PH調懸後右緩溶媒で抽出する熔媒抽出法がある。

今回の予伽試験に際して、当初泥をHNOs,IICI0.iで分解し、ヂチゾンm塩化炭紫で

抽出した稜希埋依で逆抽出する方法、あるいは霞分解液をAPDC-MIBKで抽出する漉

媒抽出法(てついてMlた検討を加えたが、これらの方法は同一サンプルについて定.1.!航の再現

性、定Id添加兇に対する回収率で額上の問題点があり、さた撤作が煩雑である。そこで、試

料を王水分解しその抽出が過液を適度に希釈して注入する直接法を検対したところ、操作も

油単でi'i現性、回収率の点でも一応満足すべき結梨が細られたので、今回の測定にはこの方

陸を採バルた。

121王水分解-I【【接法の概要

乾蜘拭糾19をI00mのビーカーに稲秤する。王水(iici:iinoa=3:i)2ome

をガラス締でエ<か窓拠ぜちから加え、時計皿でふたをしてiﾙ浴で30分Nil弱<蕪沸する。

I眺糾瀞被を蒸発乾1門lした後、1%HN0315班2をガラス棒で塊をJ:<つぶす.上，にしたか

ら加え、水浴上で10分間加黙した後No5B炉紙を他ってが過する。が紙上の残剛物を1

％柵伽賊でK洗って炉液と合せ、冷却後J%11NO3で200m/!に定容する。この解液を

出来るだけ脱子吸光装rtの吸光度が10～40にかさ堂るように適宜諦釈あるいは感度を上

げて面接注入し、その単独ピークを検埜騨により定.1.!伽に襖卸する。

13)|劇収率、i'i現性に脚する試験

st．4．8.9．10の各同一サンプルを4～6本づつ取り、その半分に金糎水鱗液を定h

添加して【岡1－試朴に対する再現性、添加Illの回収率について‘談醸した。

拭城結外Iは表－2のとおりで、再現性{てついてはst.4のPbがやや不良であったのを雄

いて大体良好を結鵬が得られた。回収率は①の平均{{(と②の平均値の差を③の添加率(て対す

る比率で衣わしたく’のであるが、Cuでst、9の一本をエラーとみなせば92～100%で満

足すべもmと輩っている。
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表-2Cd,Cu,Zn,I'l,の4令脱について再現性、回収率の検肘

ｌ
‐
」

鰯は⑧印を除く平均回収率

直接法と漂泌添加法による測定値の比較

今回用いた王水分解液を金価撰峻によって迦宜希釈して直接注入し‐今回用いた王水分解液を金伽撰峻によって迦宜希釈して直接注入し、その単独ピークを装

麓線から読みとる方法（直接法）は、前項の試験によっても再現性、回収率鵠かともに良好

で、底泥の分析法として採叩できることが砿^された。しかし土壊蛾底髄中には多くの金濫

元素が含誉れていて、それらが妨害元素として働く可能性も港えられるので、その蝋分解諺

について標逆添加法に巽る制定を行ない、定耐値を商接法で求めた価と比較してみた。
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表－3直接法と標池添力唯の定危値の比較(Cu,Zn】

表－3，4の結果からCu,Znについては標準添加による定斌値は直接法よりいくらか

高めとちる傾向があり、定量値の差は10%以内にとど雀っている。Cd,Pbは、両者の

間に削向的な特敵は見られないか偏差は10％以内である。

したかってこれら4金属の直接法による定蛍値と標逆添加法による他の偏差はすべてI0

％以内であり原子吸光装憧を使った信頼限界（10％）内であるため定、法として間脳はな

いものと考えられる。

表－4直接法と標準添加法の定遡~値の比較(Cd,Pb)

(6)直接法'てよるFe,Crの定翻について吟味

底泥中におけるFettCd,Pb,Zn等の金偶にくらべて102～10*倍も多く含当れて

おり、Crは大通の鉄によって干渉を受けることが報告されている。そこで本面接法によっ
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てFe^Crか測定できるかどうかについて若干の検討を行なった。

①直接法によるFe,Cr測定値の再現性に関する検討

同一サンプルを4～6づつ王水分解して100～200唖に定容したサンプルを直接注入し

てFe-fCrではどの程度の再現性をもったピークか出現tるかについて調べてみた。

表－5の結果から両金腐とも測定平均値に対する偏差は7％以内であり再現性は良好で

ある。4～6本の同一サンプルのなかで各点とも一本のサンプルか他の値より大きくはず

れて低い値となっているが、これはFeでもCrでも同じサンプル(st8S3,st9S,

st10Ss)であり、低くなった原因は他金属による干渉というよりはその検体の敏分

解一炉過一定容にいたる間の初歩的なミスによる可能性が強い。そしてこれらの無印の検

休定量値を平均値から除けば脚境性の偏差はすべて3％以内となり非怖に良好な結果とい

うことができる。

表-5Fe,Crの測現性
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②Crの標抑1添加法による定UHlfiの比較とマスキング剤添加による吸光膜の変化について

加瓜でⅢ接法にエる定MflHの祁塊性は非常に瓜いととが総められたが、Crについては

大MのFeのほかMn,Ni,Al,.Co等多くの金展が妨害元素であることが知られてお､b、

干渉抑ﾙﾘ剤としてNILiCl,SrCla等がある。

そこでCrについては各サンプルについて棟地添加法によって定賊し、その値を面接法

による定並伽と比較するとともに、マスキングバリとして2%NH4CIを逆び添加川を変え

ることにエって吸光度の変化の程腹を調べてみた。

表-6Crの直接法と標雌添加法の定:M随表-6によるとStIでは直接

の比較
法の定量価は標池推加法の値を1

削方上回っているか、他はいずれ

も直接法の仙が2～9％方低くな

る傾向がある。堂た標鋤添加注に

対する誤差も10％以内であるた

め、木法によるCrの測定は十分

可能であるともいえる。

次に20砿のメスフラスコに

St10.Ssのサンプルを&mと

りこれに2XNH4CI漉液を1～

5，7，10腕6加え、2Omに定

容したものと、無添加で4倍に希

釈したものについて吸光庇の変化

4

0.3－1

Ｉ
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Ｉ

Ｉ
１
，
１
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中
■
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■
■
●
●
●
■

４
７
１
９
２
３
７
５
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2．81
6

をみたのか図-1である‘ これに

、姥0

（7～

よるとマスキング剤を液irの

加えることにエリ吸光峻は無添加のものより‘1～5iH大する。きた液脆の％～VA

¥Om)添加すみとI0%程度蚊光度が尚<オリ、その効架はいくらか鯉められた。
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30－

吸光庇

20－

10-

図-I.Crの測定にかいてFeの干渉を除去するための2%NH4C

添加ii!に対する吸光陵の変化

_●－申●－●△－－－■

(st1OSsを4倍に希釈し

Nil4OHを加えて20“に定容）

S123457

2%NIl4CI添加蹄

lOnri

Ⅲ鱗液

(6)各柳定hi法と直接定tf法にエる定吐値の比較

①椛蝶抽出法と直接定ill法の比較

Cd,Pb,Cuの3金腕【てついてAPDC-MIBKにエる祷媒抽出法頚によって定M

し、その定w航と面接定fil法による値との比較を行方った。方かこの鯉合の検W'線は検休

と同梯にCd0.4～1.6.Pb20～80．Cu20～80/19/]00祁含誉れる液を段階的につ

くbAPDC-MIBK抽出して直線を求めたものである。

検休にはstI～st7のI9泥分解液を用いたがAPDC液を加えると試水は無色となるα

これにMIBKを加えると色は布機相に移行するが、布磯相にはカユ状の沈澱を生じ、検

体によって無色の粒状沈澱を生じる。フレーム吸光は液机分離砿2時間以内にすべて終了

したが沈澱状のものはよく撹押した後注入した。

結果は図－2，表－7のと:&､りとなるが、いずれの検休の3金腕とも直接法による定hi

価よりもかかり値が低い。即ちCd.Pbでは直接法の50～90%の値であり、Cuではバ

ラツキが少な<*b70～80%となった。直接法による定iii値については回収率、捺池添

加法との比較などでその信頼性が確かめられているので、その差は漉雄抽出法では完全'て

抽出されなかったものと考えられる。この謬合沈澱が生じるなどサンプル中の金駈が多過

ぎるきらいがあり、サンプルidを少を<する方法も考えられるが、)M9/)，泥以下の漉

庇で合をれるCd霧の微少金例については定計限界に近くなるので、0.59上り少なくす

ることはむつかしいようである．

蒸溶娩抽鵬法(APDC-MIBK)

試料（19）を王水に.上って分解し、涙過後200蹴8に定容した液100mをとり、アンモ

ニヤ水で中和した陵（拓示薬メチルオレンケ）、酢蔽一酢破ナトリウム（訂爪候829－，

500mC)緩衝液10城を加えpⅢを4.4～4.7に洲篠する。I%APDC沸液10meと

MIBK20ra<!を加えて10分Ⅲ1振とうする。静股後分離して沸媒相を装脱に注入す為。
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我－7溶媒抽出法とi【I接法の定hi仙の比較(Pb,Cu)

② 各孤賦技澗一振とうによる亜金鰯の抽出状況

普通底質中の金楓蓄械titを検討する堀合には王水等の強蹴抽出法が照いられる。普通底質中の金楓蓄械titを検討する堀合には王水等の強蹴抽出法が照いられる。しかし

カドミウムによる水田汚染をどを謹査する鯉合は、植物が吸収可能な状態の金蝿歯を定雌

するために、弱I戎に1定時1冊技潤しそれを艇とうする方法（岐一振とう法）か月1いられて

いる。そこで海底底質中に蓄横された亜金脳のうちどの程度が柚物拳による可吸態の金糎

であるかについて酸鰻度を変えて抽出し、ifi接法によって求めた定ｹ値とくらべてみた。
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表－7般一振とう法による諏金胴の抽出状間

子雪雲需浮

検体としてSt7をとり、その29を各獅痩度の綾に48時iij撰渦した後1時[ill撮とうし

沈澱を分離後測定した（液蹴I00m)｡結果は表－7のと土､bであるが、これによると

Cdは0．IN,INHCI液には50～60%しか抽出されない。10%IINO3液では抽

出率が80～90%と商<なったが2本の定雌値の盤が大きい。Zn,Cuについてはその

70～90%が抽出され酸濃度による差か少ないが、Cdと同様10%HNO3液での抽出率

が最も尚〈、直接法による定賊依に近い値となっている。Pbrao．I%HCIでは約半分し

か抽出されないか、1NHCI,10%HNO3液では88%も抽出されており、酸浪度に

よって大きく変ることがわかる。

これら4つの酸獲度でみた限りではI0%HNOa液は4金艇とも面接法による定胤値の

約9割が抽出されている。したがって底質中に合される並金胸鮒について大賊の倹体を迅

速'て処理する場合にはこの方法でも十分定㎡が可能であると考えられる。

(7)水銀の還元気化測定法｛てついての検封

底質中に存在する全水銀の定h!については、通常サンプルを還流冷却器をつけて酸分解し

分解液に還元剤を入れて気化する方法が原いられている。

今回の測定は下記のフローシートに上って行なったが、飯分解の際に分硫フラスコと冷釘

器の間'てトラップ（空気泡）をつけると回収率が100%近くに堂で向上すみととが確かめら
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れた。(I､ラップをつけない時の定fit添加雌に対する回収率80%)

全水銀測定のフローシーI、

ｃ
②

300mt分解フラスコに底賀59を鞘秤する。

-l-HNOa50mt(トラップ．と還流冷却器をつけ褐色ガスの発生がなくなる戎で注

意して直火で加熱する。）→冷却

+HN0310城→加熱

（この操作をフラスコ内の液が淡黄～黄褐色となり禍色ガスの発生かなくなる注て

雛返す。）

＋10％尿紫液20尻鳥(10分閲直火で加熱）

冷却後if'過一洗浄→500秘に定容。

検液100”をとり水銀気化分析装置に入れる。

ĵ50%112SO.i謡→駿光塵を識む。

③

④
⑤
⑥

⑦

この方法を川いて測定航の再現性、定fi!添加獄についての回収率をみたが図－3のと$､､り

となり澗足ナベも結巣がｲ(}られた。即ちst3の底泥を検体として各59づつ6本とりうち3

本には塩化朔2水銀水協液を各5脚’づつ添加して酸分解を行なったものであみが、3本の定

剛仙にIゴ

60

吸光脇

4(）

夕泥）孜光I亜刃《園

]、乳91＝0-'1（

20

平均回収率98％

0，20．40．61.0浬，／10伽21.52．C

Ⅲ’鯉度

側－3避元気化測定法による定逓値の再現総回収率のテスト

－32－



(81地点別愈金腕の定圃結果

前節までに7秘の前金属のill旗方法Iでついていくつかの検討を行かつた。その結論として

Cd,Zn,Pb,Cu,Fe,Crの6金幌は試料を王水に.とり分解し、適度に希釈した分解

液を直接原子吸光装股に注入する方法（直接法）で測定が十分可能であり、Hgについては

7節に示した方法（酸分解一還元釧上法）で定麗できる。

これらの方法に遮って今回大阪府地先海域のI0地点から採取した底質の金属含有量を定

齢したがその結果は表－8のとおりである。

表－8大阪府沿岸海域の底痩の亜金属測定結果

をずCdについては堺港内、大阪港内、神崎川河口等湾奥部にあって多数の汚染源に面

しているところの値が高く、それ以外では1～2ppmの値を示している。

Zn,.:Cdの100～300倍の淵庇で存在しているが地点別にはCdと類似の傾向があり、

Cd濃度の商かつた上肥3点の値が商い。

Pbについては大阪港内で1400ppmと極庇に高い値を示している。その他s12.6.8.10

でも120～200ppmとたりI'l,によって底髄が汚染されていみことを示している。

Cuは、Pbと伺概に大阪港内が最商で380ppmとなるがstG以北の湾奥部の地点がい

ずれも100以嘩上の高槻庇で存在している。その他、c『，Ⅲgについてもほぼ同様の傾向が

あり、堺地先(sI5)、泉北港内(st4)の底倒はそれほど汚染されていない。

大阪港内は、これら7柵のill金腕捌鰹がいずれも最高価を示したが背後の汚染源を考える

と当然の結果かも知れない。（城久）
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漁況調査

西田明袋林凱夫

毎月下旬、が木、岸和田、泉佐野、尾崎も淡輪の5漁協についてその漁堀と漁狼状況を聴取り、

通報としてとりをとめ、府下の漁協をはじめ関係先へ送付している。

昭和‘16年1月-H2月にお､ける各漁業の漁況を表に、漁場を図にし以下に示した。その概要側

次のとおりである，

1．巾蒲網：例年よりも約1カ月早く4月中旬から出漁し、10月下旬終漁していろ。漁期前半の

4～6月には泉佐抹～岸和田沖2～4Kmの漁堤で、初めカタクチイワシ大羽･(全長9cm以上】

を、その後小羽（5～7”）を1.000～5．000K9／1統1日漁猫している。7月はカタク

チイワシ魚群はカエリ（3～5cjn)か主となるため休漁し、後半は8月に小羽、9月は中羽

（7～9”）、I0月には大羽と成長したものを追って、岸和田～堺～大阪の沖合2～10

Kmの漁場で操業している。後半は魚群が濃密で45．000～70.000Ks>/I統1Bと豊漁で

ある。

2．パッチ網:io月20B，解禁とともに泉北～泉南の地先漁場に拳､いて漁がua始され、I2月

下旬カタクチシラスの湾外への移動とともに終漁している。漁楊は季節の推移とともに湾北

部から順次滴激し、漁狼髄も10月の420Ky/】統1日から12月の1帥Ky/l統1Bへと

次第に減少している。なお本年はカタクチシラス群か分散し、全体に不漁であった。

3．小繰網：6～10月、コノシロを主体にボラ、サバ、タチウオ等6.000～25.OOOKj/l統1日

を漁狼している。漁暢は岸和田から神戸港にかけてのほぼ湾中央部である。7月における大

サバ（全長30～4Ocm)の豊漁が顕著である。

4./J､型底びき網（貝げた網､石げた網、えびとぎ縄板びき紬):イカ頚、タコ類、小エビ蛾お､よび

サメ・エイ類、′壬、シロクチ、イポダイ、カレイ類、シダ類等魚類の大部分はほぼ例年並である．

8月以降石げた網でガザミか3～10Kj>/1統1日漁獲され、10数年来の好漁である。

モガイは利mとしての需要が伸び、むき身用と合せて総齢で45年の3倍強の漁独侮であ

る。漁塀は泉大津～泉佐野間の岸寄りである。

シャコも石げた網、板びき網により湾中央部漁場で3～5月に多猫されている。
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5．定侭網：夏～秋季にかけ、南部で了ジ、サバ、クチウオがよくとれている。全般的には45年

並である。

6．囲刺網：岸和田漁協の1～2統に.上り岸和田～泉佐野の岸寄りの漁場で6～9月操業されてい

る。コノシロ、ボラ、ヒイラギ、セイゴ、クロダイ錘50～300K'／1統1日の漁狼である。

7．建檎：南部沿岸で3月を除く1～10月に操業している。1～5月ではコウイカ、メバル、カ

サゴ砥アイナメを主体に10Ky/I統1日前後、6～10月ではカレイ頬、カワハギ、ペ〒

知ほか、15Kf/I統1日前後を漁狸している。

8．きす趣網：4～6月南部の極く岸寄りの漁場でキス、ネズッポ類合せて5～30Ky/1統IB

漁狸している。

9．かに述縮：ガザミは一時漁堪環境の頚上とともに絶赦に近い状態であったが、16年夏季から

府下沿岸に再び姿をみせはじめ漁獲対象ときっている。春木、尾崎の漁船がそれぞれ地元沖

の漁#場で操錐、9月10～20K'／1統1日、10月3～5Ky/I統1日の漁狼である。加

難者の話によると、10年ぶりの操裁ということである。

10タチウオ釣（ひき方わ):夏～秋にかけて紀伊水道方面から大阪湾へ来溌する魚群を対敷に

ひきをわで釣狼している。漁期の始めは、漁猿尾数は多いが魚体が小型のため価格か低く、

（7．8月，休耐200～3001／1尾、300～500尾、】O～5(i円/I尾)その後次館【て大

型化し、価格も.I:〈きっている。（9．10月、休亜250～4009/Ifr.200～300尾、

40～80円／1尾）本年は湾内への来淋量が多く、全般に豊漁であった。

11.たこつぼ：南部の沿岸漁#場で80～I20コのっぽを使って操業しており、3～5日間隔でつぼ

を取り揚げている.9～12月には15～40Ky/1回と多独され、他の月は6～13K*

／1回である。45年度以上の漁狸といえよう。

12.のべなわ：マァナゴを対象にひきをわにYるタチウオ漁前後の5,6.月および11,12月、岸

和田漁協の5～6統が岸和田～泉佐野沖2～4粒の漁堤へ出漁している。30～40K'／1

統1日の漁独冊である。
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13.いさり：郷鵬に比し天然ワカメの伸びが悪く、かつ繁殖場所も少なく不作であった。漁は半月

遅れの2JJIて入って1%】飴され、20～150K'／1統】Bの漁り鋤1であった。
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